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み ず ほ 基地 の 南 西500km地点 に 建 、ilLした 前進 拠 点 で.● 深 さ200mの ボ ー リ ン グ成 功 に 気 を よ く した26次 隊 内
陸 調 在 隊 は、次 の 目標 で あ る ドー ム調 査 旅1」.に出 発 した.
11月g|1から約5011,1000km行程 の 」"ti'であ る,気 象
観 測 のた め前 進 拠 点 に3名 を残 し.隊 員5人.雪 上 車3
台 の 小 じんま りした 隊 で あ った.
わ た した ち の観 測 プ ロ ジJ－ク ト(23次～27次隊)は 東 ク
f－ ンモ ー ドラ ン ド'.li'氷研究 、i'[']Ekiとよ ばれ,25次 と26次
隊`つ内陸 旅 行 で は,内 陸 高 原}k床の 耳{瀦環 境 の 調 査 にtfil
点 を 置 い て い た.そ の調 査 域 に は.F績亟第2の 高 さ を も
つ オt踏の ト.一ムが あ1),そ の 正確 な 位 置 とli':}ささえ 未知
の ま ま残 され てい た.
内 陸 高 原 は 風弱 く,　Ilf空の 太 陽 に ノくき な虹 の カサ が か
か り.7.イヤ モ ン ド ・グ ス トが キ ラ キ ラ と舞 いお りて い
た.純 白 の 軟雪 に雪 上 車 の シニ フ ール が,真 南に 向 か っ
て 深 々 と人跡 を残 し てゆ く.
ll)」22[|,77.0°S.35.0°F、高P£3761mの地 点 に到
着 し,こ こ を ドー ム ・キ1'ンフ とよぶ,こ のf・j.近に,「1
本 隊 が 長 年調 査 して き た 川瀬 氷河 流 域 と,南 極 最 大 の ラ
ンバ ー ト}k河流 域 と の 分 水界 を 発す る ドー ム 頂1/が あ
る.こ の ドー ム と ドー ム ・アル コ ス 〔ドー ムA)を 結 ぶ 高
原状 の稜 線 は,南 極 の最 高 部 を 形1反す る ・大 分 水界 をな
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し,そ の 西 側 の氷 床 は ウ ェ ッデル 海 に 向 か う.南 極 全 体
を気 球 に よ る均 ・な 高度 測 定 法 で カ バ ー し,氷 床 の地 形
を一・挙 に 鮮 明 に した レバ ノ ン(1982)の地 図 に よれ ば,ド
ー ムAは 高度4000mを こ え る南 極 高 所 であ り,ド ーム ・
キ ャ ンプ 付近 は3700mを こ え る南 極 第2の 高 さ を もつ
ドー ム を 形成 して い る.
こ の ドー ム の最 高 点 が ど こ にあ り,そ の高 度 が い くら
で あ る か,ま た そ の.'帯は ど の よ うな地 形 に な っ てい る
か とい うこ とは,地 理 的 な 興 味 を そ そ る が,そ れ は同 時
に氷 床 のIE確な 分 水 界 を求 め る こ とに な り,雪 氷 学 的 に
も興味 深 い.ま た,.一帯 の雪 氷,気 象学 的 特 性,基 盤 地
形 な ど が 明 らか に なれ ば,南 極氷 床 の全 体 像 を つ かむ う
え で も貴 煎 な情 報 とな る.
11月2311,ドー ム 旅 行隊5名 は2台 の雪 上 車 で,ド ー
ム頂 上 部 の探 査 の た め ドー ム ・キ ャ ンプ を出 発 した.同
キ ャ ンプか ら直 接 高 い所 を さ が してゆ くこ とは,頂 上 へ
の最 短 コ ー ス か も しれ な い が,時 間 がか か る.む しろ 広
く頂 上 部 一帯 を調 査 して全 体 的 な概 要 を つか む 方 が,調
査 と して 価値 が あ る し,結 果 的 に は よ リ適 確 に 頂 上 へ 至
る こ とが で き る と考 えた.そ のた め,ま ず 東 へ77°S線
にそ っ て2日 行 程 の基 本 観 測 線 を設 け,そ の 周 辺 の地 形
的 特 徴 をつ か む こ と に した.
ドー ム ・キ ャ ンプ か らの ドーム 頂 上 部 探 査 ル ー トを,
DFル ー トとよ び,2km毎 に地 点 番 号.をつ け,竹 ざ お
を立 て てゆ く.21|間でDF50ま で100kmを 進 み,2km
毎 の 気 圧 測 高 と4地 点 の 経 緯 儀 に よ る地 平 線 傾 斜 測 量,
2地 点 の人 工 衛 星 か らの 電 波 を利 用 した位 置 測 定(JMR













4「1日は最高方向が ・足 してきて,DF72では トレー
スしてきた方向だけが低 く,周囲は地球の曲率の影響を
考慮してほぼ同 じ高さになった.な かでも比較的高い北
北東方向に4km離 れて測量 した結果,逆 にDF72付近
が最も高いことを確認した.17時頃かげろうの影響がで
てくるので,DF72にもどりこのnの探 索 を打 ち切っ
た.
すでにレバノンによる地図から予想される最高部より








キ ャ ンプ地 に 着 い た 先 頭 車(DF104)
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を立 て る こ とに した.こ こで 雪氷 観 測 の の ち,ほ ぼ同 じ
高 さ を もつ 南 東 方 向 へ16kmす す ん だ.こ の 日の キ ャ
ンプ地DF80(77"22'S,39°37'E)は,帰路 に予 定 した 東
西 方向 の副 観 測 線 の 基 点 とな る,9次 隊 の 極点 ル ー ト上
の最 高 点`ふ じ峠'は,こ こか ら東 南東 約50kmに あ る.
翌 朝,DF80のJMR値 は,こ の 探査 行 で最 高 の3807
mを 記 録 した .た だ し地 平 線 測II;:では トレー ス して きた
DF72方 向 がや や 高 く,高 度 計 は そ のlx:間ほ ぼ ・定 の値
を しめ して いた.念 の た め,DF72か ら進 行 し て きた 南
東 方 向 に さ らに4kmす す み,地 平 線 測 量 に よ っ てDF
80から先 が 下 降 して い る こ と を確 認 した.そ してDF80
に も ど り.副 観 測 線 を帰 途 に つ い た,結 局,DF60か ら
90にか け て の60km行 程 が 高度3800m以 ヒで,そ の 間
10n1未満 の 高 度 差 しか な く,DF70か ら80付近 ・帯 を ド
ーム の 最 高 部 と して ま ち が い は な い で あ ろ う,ド ー ム の
頂 部 は,海 の ご と く.水 平 に近 い.
副 観 測 線 は,基 本 観 測 線 か ら40km南 側 を 暫fに 走 っ
てい る.こ の周 囲 はす で に 分 水 界 を こ え てお り,北 か ら
南 へ 下 降,ま た 東 か ら西 へ 下 降 した 斜 面 とな っ て いた.
今 ま で北 向 きの斜 面 ば か りを 行 動 の舞 台 に して きた わ た
した ちに と って,ま さに 異 境 に踏 み こ ん だ感 があ った.
8日 目のll月30日,35°E線に で て ドー ム ・キ ャ ンプ に
帰 着 した.
以 上 の 調 査 か ら,ド ー ム頂.ヒ部 の地 形 は,レ バ ノ ンの
地 図 よ りもス コ ッ ト極地 研 究 所 の地 図 に近 い こ と,3800
mの 等 高 線 が 新 た に 追 加 され る べ き こ とな どが 明 らか に
な った.ま た,ふ じ峠 と ドー ム ・キ ャ ンプ を結 ぶ 方 向 に
分 水 界が 走 って い る こ と も確 認 で き,こ の 付近 一.一帯 の よ
り1丘確 な 地 形 図 を 作 成 す る資 料 が 得 られ た,
ドーム ・キ ャ ンプで811間 滞 在 し,ド ー ム 頂 上 部 の雪
氷 学 的 特性 を さ らに 詳 し く調 べ る た め の観 測 をし た,帰
路 は,往 路 の 西 に1∞km離 れ た 南北 に ・1桁す る観 測 ル
ー トをつ く リ,ク リス マ スの 日,気 象 ゾ ンデ用 の 赤 い風
船 が 浮 か ぶ 前進 拠点 に 帰 着 した.年 が 明 け,帰 路 は隊 を
2分 し,・ 隊 はみ ず ほ 基地ff)i1S16へ,もう..一隊 は,あ
す か 観 測 拠 点 へ の ル ー ト開 拓 に 向か った.
O
26次隊 の 内 陸 調 査 旅行 ル ー ト
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籔鐙'灘 ⌒ 一碑一毫 酬
毫言意㌻讐蕉講論
ドー ム 頂部 に石 版 を立 て る(DF72)
(筆9i:山【1大学 教 育 学1部助 教 授,第26次 越 冬隊 員)
南極測観隊便 り
一第27次越冬隊の近況一
昭 和 基地 で は6月 に入 っ て 全般 に静 穏 な天 候 であ った
が,　ll句,下旬 に 各1回 のA級 ブ リザ ー ドが あ った.
特 に2gnの ブ リザ ー ドで は 瞬 間最 大 風 速53.5m/s(6月
史 上第1位,歴 代 第4位)と 吹 き 荒れ た,施 設 の被 害 は
老朽 化 して い た 建 物 通 路 の 屋 根 が 破 損 した 以 外 は特 に な
か っ た.隊 の 活動 は,ミ ッ ドウ ィ ンタ 一 票 の 各種 行 事や
そ の た め の 準 備 に 追 われ る時 期 も あ っ た が,観 測,設 営
部 門 と もに順 調 に経 過 した.特 に 中 旬 まで は ラ ング ホ プ
デ 観 測 小 舎 整 備.1二雲 と して 発電 小 舎 の 移設,電 気 ・通 信
・そ の 他 内 部llilf等に 合 1;'1『4s「1を要 したた め に 多忙 な11
々 で あ っ た.し か し ミッ ドウ ィ ンタ 一 票で は 各 自が 日頃
の忙 しさ を忘 れ て 行'ドを 楽 し み ス ト レス を解 消 した.
そ の 余韻 も冷 めや らぬ なか,冬 明 け 以 降 の 内 陸,沿 岸 オ
ペ レー シ ョン1;i-画,28次隊 へ の 調 達 参 考意 見 資料 作 製 の
た め の打 合せ 会 議 が相 次 い だ 他,25日 に は恒 例 の 南極 大
学(各 自が 担 当 して い る[1'門分 野 の 知識 や 特 技 等 を講 義
す る.)も 開 講 し,あ っ とい う問 に 過 ぎた 月 とな った.
観 測 関 係 の 内,定 常 観 測 は 気 象 部 「【!によ る 放射 ゾ ンデ
観 測 や 地 球 物Kl.i'fi;門に よ る潮 汐絶 対 観 測 等 を 含 め順 調 に
経 過 した.研 究 観 測 で は雪 氷1「fil門が航 空 機 に よ る ノ(気サ
ンプ リ ングやSFア イス レー ダ を始 め と して,宙 空 部 門
に よ る短 波 レー ク観 測 に よ る 興味 あ る現 象の 観 測 に 成 功
す るな ど 各部 門 と も精 力 的{こ観 測 活 動 を続 け てい る.
設 営 関 係 で は機 械 部 門 に よ る内 陸 旅 行 用 大 型雪 上 車整
備,ミ ッ ドウ ィンタ ーに お け る調 理 部 門 の 活 躍,建 築 部
門 に よ る観 測棟 の屋1:階段 ・トイ レの 新設 と非 常[]「'li
の 完成 等 多 くの 作 業 ス ケ ジ ュー ル を順 調 に こ な し て い
る.
み ず ほ 基地 で は 一50℃を越 え るHが 数rlあった が燃 料
入れ に 支障 を き たす まで に至 ら なか った.22nに は小 人
数 な が ら も楽 しい ミッ ドウ ィ ン ター を 過 ご し,数n間 の
ん び りと した|i課を送 った.そ の 後 昭 和 基地 と連 絡 と り
つ つ,越 冬 後'トに 向 け て の 準 備 が 始 ま り,み ず ほ 基地 で



































今 秋11月1411出発す る 第28次南 極地 域 観 測 隊52名(越
冬 隊37名,夏 隊15名)の うち す で に決 定 して い る隊 長,
両 副 隊 長 を除 く46名が,6月23日 に 開f崔され た南 極地 域
観 測 統 合推 進 本 部 総 会 で 決 定 され,同11発 ノξされ た.残
る3名 に つ い て は 現 在選 考 中 で あ る.ま た 外国 共 同観 測
派 遣 者3名 の うち2名 が決 定 し,残 る1名 に つ い て は現
在 選 考中 で あ る.
第28次隊 は,例 年通 りの 定 常 観 測 の ほ か,領 空 系 の
「極 地 擾 乱 と磁 気 圏 構 造 の 総 合 観 測 ・テ レメ トリー に よ
る人1:衛星 観 測 」 雪 氷 づ也学 系 の 「束 クt－ ンモ ー ドラ
ン ド地 域 の雪 氷 ・地 学 研 究.1'i-ld[ti」生物 ・医 学 系 の 「陸It
生 態 系 構 造 の 研究.」を柱 とす る観 測 を実 施す る.夏 期 に
はセ ール ロ ンダー ネ山地 地 学 調 査 とあ すか 観 測拠 点 観 測
棟 建 設 作 業,昭 和 基 地 で の 建 物 の 補 修 作 業 な どが 予定 さ
れ て い る.
あ す か 観 測 拠 点 で は,越 冬 を開 始 し地 学,気91,宙 空
の観 測 を実 施 す る111'1Ekiであ る.
第19回SCAR総 会 に出席 して
佐 藤 夏 雄
米ll4サンデ ィエ ゴで開 催 され た 第19|[,1SCAR(南極
研究 科学 委 員会)総 会1こ出 席 す るた め に,6月151い ド澤
・福 西[rll洗生 と|"1糺し成 川 空 港 を発 っ た .
SCAR総 会 の 会場 は サ ンデtエ ゴ 市 内 の シェ ル タ ー
島 内 にあ る コ ナ カ イク ラ ブで あ った 、 高 級 リゾ ー ト地 と
して 有名 で あ り,美 し く整 備 され た 環 境 で あ った.こ こ
の気 候 は,朝 方は 公 って い る が 昼 に は太 陽 が さ ん さ ん と
照 り,湿 度 が 低 く,気 分 は爽 快 で あ る.こ の時 期 に は雨
が ま った く降 らな い と の こ とで あ る,着 い た翌 日か ら シ
ンポ ジウ ムや 会 議 が 朝 の9時 か ら 夕方 の6時 頃 ま で び っ
し りつ ま って い る.初 日 と2[1目は 「共 役点 観 測 に関 す
る 永 川 シ ンポ ジ ウム 」 で あ る.こ の シ ンポ ジウ ム は共 役
点 観 測 の 研 究 等 で 貢 献 の あ った 永 田武 先生 が,長 年 在 任
して いたSCAR起 高 層 物理 分 科 会 のChairmanを退 か
れ た こ とで 特 別 に 開 か れ た も の で あ る.私 が 今 回の
SCAR会 議 に 出 席 し たH的 も.こ の 永 「Hシンポ ジウ ム
で,最 近 得 られ た 昭 和JKjLb－ア イ スラ ン ド共役 点 観 測 の
研究 成 果 を 発 表す る た め であ った.永m先 生 のReview
論 文 に始 まi)14編の 発表 があ り,シ ンポ ジウ ム は盛 会で
あ った.
共 役点 観 測 は1本 の燃 力線 に結 ば れ た 南 極 と北 極 の地
」二で 観測 す る こ とか 、鴨,,自然 環 境 の厳 しい 両 極 で 観 測所
を設 え る の が 大変 困 難 で あ る.現 在,地 球 上で 共 役 点観
測 が 可能 な地 点 は,オ ー ロ ラ現 領 が最 も活 発 な オー ロ ラ
帯 で は昭 和 基地 一 ア イス ラ ン ドだ けで あ る.多 方面 の 科
学 研 究 で常 に 先端 を進 ん で い る)民国 で は,共 役 点 観 測 に
大 変 興味 を 示 して い る が,現 在 の段 階 で は,``準オ ー ロ
ラ帯"(オ ー ロ ラ帯 の す ぐ 低 緯 度 側)に1並 置 す る サ イプ
ル 基 地 一 口バ ー パ ル(カ ナ ダ)と"カ ス プ 領 域"(オ ー
ロ ラ帯0)すぐ高 緯 度 側)に 位 置 す るサ ウ ス ポ ー ル」,9一地 一
フ ォ リ ッ シャベ イ(カ ナ ダ)で 観 測 を実 施 して い る.ま
た,イ ギ リス,フ ラ ンス,オ ー ス トラ リア,南 ア 等 の 外
一 一5











"大型観測装置 によ る観測(イ ンコヒーレントレーダ
等)",及び"地 上一衛星同時観測"を 各国が積極的に進
めて行きたいとのことであった.







私にとって,語学のハ ンデ ィーは身にしみた.シ ンポジ














4月8「l　 Dr.　NUNN,　D.　(英サ ザ ンプ トン大学 工 学
部 講 師)
4月23日　 Dr.　SINHA,　N.　(カナ ダ科学 院 建 築 研究 部>
5月6日 　 Mr.　BLESEL,　J.(オー ス トラ リア 南 極局 長)
5月19111　Mr.　FELLOUS,　J.(仏国 立 空 間 研究 所)
5月24日～5月27fi　Dr.　DOYLE,　J.　(アラ ス カ大 学
水 産 問 題 研 究 部 教 授)
5月3011　Dr.　BOERNER,　W,(イ リノ イ大 学 電 気 工
学 ・コ ン ピ ュー ター研 究 所 長,教 授)
6月2|l　 Dr.　BEHRENDT,　J.(米地 質 調 査 所 研 究 員)
7月611崔 孝　(Dr.　Hyo　Choi,　韓 国 海 洋 研 究 所 研
究 員)
7月711～7月19日 　 Mr.　JAYATILEKE,　S.　(スリラ
ンカ 産 業 科学 研 究所 研究 員,秋 田 大学 大 学 院
学 生)
7月1311～7月20日　 Dr.　DECLEIR,　H.　(ブラ ッセ ル
自由 大 学 教 授)
7月141[～7月19日　 Dr.　GLAUCO,　T.　(イタ リア大
気 物 理 研 究 所 研 究 員,日 本学 術 振 興 会招 へ い
研 究 者)
7月21[1～7月28日 董 兆乾(Mr.　Dong　Zhaoqian,
中 国 極地 研 究 所 長)







Dr.　BRANAGA,　D.　(シ ドニ ー大 学 助 教 授)
Dr.　OHMURA,　A.　(スイス地 理 研 究 所 研 究
員)
張 振 瑞(Mr.　Zhang　Zhenrui,国営 扮 西 機
器 所)
常 振 炎(Mr.　Chang　Zhenyan,　中 国 科 学
院 電 工 研 究 所)
王 希 伯(Mr.　Wang　Xibo,中国気 動 力 研




















































利用した海氷厚測定装置　(SFレー ダー,イ ンパルス レ
ーダー〉による測定用の実験地を設けた,














量 消費副 残 量











国 立 極 地 研 究 所 講 堂
生 理 生 態 学 研 究 部 門
(962)4711内259(大山),351(福地 〉
ゾ ー …wい へ「w㌔r'一't't1叩^^-rr'^rlr'へ…
第9回 極 域 気 水 圏 シ ン ポ ジ ウ ム
開 催n:
場 所;国 立 極 地 研 究 所 講 堂








月に二度にわた り,S16から雪上車 ・穣を回収 した.6
月に入って雪上車の本格整備を実施中である・








ーションを終え,2機 共防錆を実施し越冬 体勢 に 入っ
た.
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最 高 気 温(Max.temp,)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　 　 　 　 　 　 sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)











































W　 ZENITH　E3σ　S30°　 ZENITH　 N30°
昭 和 基 地 で の 抽 天CNA観 測 例.天 頂 角30°の 範囲
{
内 を磁 方 位 の東 西,南 北 各11ステ ッ プ で,10秒 で掃
天 す る.02時27分,吸 収 領 域 が,東 か ら西 へ 移 動 す






























これ に対 す る 一つ の 回 答 は 宇 宙 雑 音 吸 収(C。smic　)
Neise　Absorption)によ リオ ー ロ ラ像 を求 め る こ とで あ!
る.　CNAは,オ ー ロ ラ現 象等 に 伴 い.電 離 層 に侵 入 す;
る高 エ ネ ル ギ ー 電 子 に よ り,電 離 層 の 電 離度 が 増 し,高;
周波辮 宙駆 儲 が吸収され・現象であ・.従来パ
CNA観 測 は 指 向 性 の 弱 い ア ンテ ナ に よ り観 測点 .1:空の1
広 範 囲 にわ た る平 均 的 吸 収 を求 め る もの で あ っ た が,近{
年,半 硫 幅10°程 度 の鋭 い指 向性 ア ンテナ に よるCNAl
観 測 が 開 始 さ れ,オ ー ロ ラ現 象 に 伴 うCNAは オ ー ロ ラ
アークの形状に良 く似控 齢 布をすること棚 かにな ミ
ア
って きた.昭 和 基 地 で も1985年,26次隊 に よ り50m四方{
篇謙鴛㌶1鷲㌶:了」㍑{;
の空 間 分 布 を求 め る観 測 が 開 始 さ れ た.さ らに,1987ン
;年
,極 点 基 地 に,ア ンテ ナ ビー ム を 完 全 に二 次元 的 に掃{
:天 す
るCNA観 測 シ ス テム が 誕 生 す る はず で あ る,こ れ}
らの観 測 によ り,　ltl　erの下 で のCNAに よ る オ ー ロ ラ像
が得 られ る こ と に な る.
オ ー ロ ラ発 光 とCNAは,そ の 原 因 とな る荷 電 粒 子 の
}で 見る・とができなくなるがブ ー ラ現馴 体は冬季 エネルギー齢 異なる・とから・光によるオー・ラ像と
と同 様 に起 こ っ て い る こ とが知 られ て い る.白 夜 の『ドで　 CNAに よ るオ ー ロ ラ像 は厳 密 に は一 致 しな い.冬 季 の
オー ロ ラ像 を 得 る こ とは で きな い の で あ ろ うか.観 測 に よ る両 者 の 比 較 も興 味 深 い.;・
ぢ
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